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（別紙２） 

 

３．助成対象事業の成果（結果） 

 

 

【事業名】事業名のほか、Ａ事業①②、Ｂ事業の別も記入してください。 

 

 Ａ事業① 岐阜県中小企業海外展開支援事業 

 

 

【目的〈課題認識、方向性、目標、事業実施計画等〉】 

 

   県内中小企業にとって、海外市場開拓はコストもリスクも高く、専門的なノウハウを要

する。 

そのため本事業では、中小企業が進出したい国の環境や自社の経営状況、自社商品の強

み等の分析等を行う「①市場調査」、それを踏まえた各事業者による商品ローカライズの

実現のための「②商品等改良」、改良した商品等の「③海外見本市等出展」といった一連

の取組に助成し、海外市場での地域資源を活かした販路開拓を促す。 

併せて、産経センターの専門コーディネーターやアドバイザー等の人的資源を活かし、

経営戦略や商品開発、販路開拓等に関する助言やノウハウを提供し、既存の海外関連事業

により支援する。 

助成企業 延べ19社、商談200件、商談成立10件を目標とし、こうした海外展開の成功

事例を蓄積し、助成企業がその成果をとどめることなく、より多くの企業や商品の横展開

していくことで、地域の活性化につなげていく。 

 

 

【成果（結果）〈実施事業の内容・実績、実施した結果生まれた新たな課題等〉】 

 

  当初６社採択したが、新型コロナウイルス感染症の影響による渡航規制等により、市場

調査の対象国や海外展示会開催国へ入国ができなくなり、４社辞退し残り２社が事業を実

施した。 

①市場調査（Ａ社） 

超精密加工に豊富な知見を有し、欧州の地域事情に精通している現地調査企業に市場

調査を依頼し、オンライン会議等を活用することで、社員が現地入りすることなく調

査を実施した。 

その結果、現有設備で欧州における超精密切削加工の精度的ニーズに対応できること

が確認できた。また、ＰＲ対象ユーザーリスト（49社）を獲得し、今後のＰＲ方法と

して現地の産業クラスターへの参加の提案を受けるなどの情報を得ることができた。 

なお、社員が現地入りできなかったため、数値から判断できない面品位（部品の加工

面質、凸凹の粗さ）などの状況を確認できなかった。さらに、オンライン会議で使用

されるカメラの解像度には限界があり、オンラインでの現品確認は技術的に非常に難

しく、今後の課題となった。 

  ③海外見本市等出展（Ｂ社） 

   担当者が直接展示会に参加することはできなかったので、Ｂ社の現地法人を活用して

展示会に参加した。 

その結果、商談件数（８件）を達成し、例年より減少したものの顧客情報（171件）

を獲得した。また、展示会でＢ社を知って、メールや電話での問い合わせが約60件

あった。Ｂ社ブランドの認知度は、展示会に出展する前より着実に向上したと考えて

いる。 

   なお、来場者に対する声かけが制限されたため、呼びかけのスピーカー設置やブース

内のレイアウト・出展商品の目立たせ方などの改善が課題となった。 
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【評価〈目標の達成度〉、数値の検証等】 

 

  助成企業 ２社、商談８件、商談成立０件であり、数値目標は達成できなかった。 

  新型コロナウイルス感染症の影響による渡航規制等により、海外展開を中止せざるを得

ない企業がほとんどの中、数は少ないがあえて挑戦した企業を支援できた。 

 

 

【今後の進め方〈波及効果を含めて〉をどうするのか】 

 

  引き続き、このような状況の中でも海外展開を進めようとしている企業を支援する。 

  具体的には、海外現地法人への調査委託や海外見本市代行出展、オンライン出展という

渡航しないで海外展開するための経費を対象に追加、掘り起こしから申請につなげるため

募集期間を長くして２回の交付決定を行うなど、令和３年度事業において改善していく。 

 

  また、今回助成した２社については、次のフェーズへの展開を支援する。 

①市場調査 

 欧州で合弁会社を設立し海外販路拡大を目指している中で、現地でニーズのある加工

サンプル品を作成し、現地展示会への出展を予定している。 

そのため、技術開発や海外販路開拓等のコーディネーターによる支援のほか、引き続

き当事業の次のフェーズである「②商品等の改良」や「③海外見本市等出展」により

海外販路拡大を支援することで、取引先関連企業の受注拡大にも波及し、地域経済の

好循環につながる。 

③海外見本市等出展 

 展示会での商談案件を受注に繋げながら、顧客情報を元に商談案件の獲得を目指す中

で、引き続き海外展示会への出展を予定している。 

そのため、海外販路開拓等のコーディネーターによる支援のほか、引き続き当事業の

「③海外見本市等出展」により海外販路拡大を支援することで、取引先関連企業の受

注拡大にも波及し、地域経済の好循環につながる。 

 

 

注１）上記項目について詳細に記載してください。 

注２）成果（結果）の内容について、別途、お伺いすることがあります。 

注３）成果物(報告書・アンケート集計物・DVD等)、記録用写真等があれば提出してくださ

い。 


